
「かかりつけ医」とは
健康に関することをなんでも相談できる上、最新の医療情報を熟知して、必要な時には専門医、専
門医療機関を紹介してくれる、身近で頼りになる地域医療、保健、福祉を担う総合的な能力を有
する医師の事です。日常生活における健康の相談から傷病による受診や通院など「かかりつけ医」
はどの世代の方にとっても健康をサポートするたのもしい存在となりますので、もっと身近なもの
としていきましょう。

｢かかりつけ医｣はご自身で選択できます。｢この先生なら話しやすいなぁ｣などの感覚は人によ
って違います。自分が信頼して診察を受ける事ができる｢かかりつけ医｣を選びましょう。｢かか
りつけ医｣をもつと、日常生活における健康に関する相談やお薬の相談、体調が悪い時などに
すぐに相談する事ができます。

振 り 返 り コ ー ナ ー ～分からない方は前月号のココカラ通信をぜひ読み直してみてください～

流水で手が洗えない時は、アルコールを含んだ手指消毒液が有効である。第１問
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

手洗い時には、指輪などの装飾品はつけたままでも問題ない。第2問
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

答えは裏面を
ご覧ください

前月号では、手洗いについての話題をとりあげました。

「かかりつけ医」をもつメリット
Point1 日頃の自身の健康状態を知ってもらえる
Point2 症状に応じた専門家の紹介がスムーズに行えるようになる
Point3 病気の予防や早期発見・早期治療にもつながる

｢かかりつけ医｣をどうやって選ぶの？
◉｢かかりつけ医｣を自分で選ぶ

その先生が専門としている科が違う場合は、異なる科において｢かかりつけ医｣がいる事もあ
ります。先生の専門によって、診察してもらえる領域も異なります。
例)内科の他に眼科にも通院しているという場合には眼科の医師も｢かかりつけ医｣と言えます。

◉｢かかりつけ医｣は一人にしぼる必要はありません

一般的に、内科医が｢かかりつけ医｣と思われがちですが、どの診療科の医師で
も｢かかりつけ医｣になります。通いやすさや、ご自身の体調･症状などに合わせ
て｢かかりつけ医｣を選択するようにしましょう。

大病院に初診で受診をする際は、｢かかりつけ医｣や他の医療機関からの紹介状が必要になります。紹介状の持参がない場合
は、初診料等の診療費とは別に「選定療養費」として負担が生じる場合があります。また、大病院では長い待ち時間、広い病院
内での移動が必要になる場合が多いです。日頃の些細な事での健康相談や大病院への受診判断に困った時、「どうすればよい
か」を相談できて安心です。｢かかりつけ医｣では、自分の事以外でも、家族の状況や健康相談をお話する事で適格なアドバイス
を頂ける事があるかもしれません。

◉何科の医師でも｢かかりつけ医｣になれる

●｢かかりつけ医｣をもって安心を手に入れましょう

子ども達の健康診断や健康相談を行う学校医、あるいは、働く人たちを健康管理する地域・職場の産業医、また、在宅療養が
必要な方のための訪問診療医など、「かかりつけ医」はとても身近にいて、世代を問わずに多くの人の健康を支えています。身近
にいて頼りになる「かかりつけ医」をもつことは、ご自身が健康を維持・増進するためにも大切なことです。

●｢かかりつけ医｣は地域に密着しています

※参照：厚生労働省HP 上手な医療のかかり方より
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Pick Up

12月 1日は世界エイズデー

世界エイズデーは、世界レベルでのエイズの
まん延防止と患者・感染者に対する差別・偏
見の解消を目的に、WHO( 世界保健機関 )が
1988年に制定したもの。毎年 12月 1日を
中心に、世界各国でエイズに関する啓発活動
が行われています。

令和 4年度世界エイズデーキャンペーンテーマ

「このまちで暮らしている。私もあなたも。
　　　　　　　　　　　　　12月 1日は世界エイズデー」

↓詳しくはこちらから
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